2004ハンググライディング日本選手権 in 耳納

大会規定

1　公認

本大会は財団法人日本航空協会及びFAI/CIVL CategoryⅡ公認大会とする。

またＪＨＦハンググライディングシリーズ対象大会とする。

本大会はFAI/ＣIＶＬ Sporting Cordを基本に、ＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックに則り実施するものであり、万一、本大会規定、競技規定に、エリアルールに関する部分以外で不備があった場合は、これらの規定、ルールを優先する。

２　参加資格

心身ともに健康で、ＪＨＦフライヤー会員有効登録者で、ＪＨＦ ＨＧＸＣ証、及びＦＡＩスポーティングライセンスを有すること。ただし、外国人はＪＨＦ ＨＧＸＣ証と同等の技能を有し、ＪＨＦフライヤー会員登録者と同等以上の日本国内で有効な第三者賠償責任保険に加入していること。

３　参加機体

(１) ＦＡＩクラス１とする

(２) 参加機体は、ＪＨＦに型式登録されているもので、参加申込書に記入された機体とする。

(３) 使用機体が破損した場合の変更は、同一機種、同一サイズに限り認められる。ただし、破損により修理不能の機体変更は、競技委員長の判断により性能の低いクラス、他機種、他サイズのものに変更することができる。変更の際は、書面にて競技委員長に機体変更申請書を提出すること。

４　エントリＮｏ．（ゼッケン）

(１) 機体にはエントリＮｏ．（ゼッケン）を指定場所に貼り付けること。

(２) ゼッケンは、昨年度ＨＧシリーズ登録者は固定ゼッケンとする。

(３) 昨年度ＨＧシリーズ未登録者は、パイロットナンバーおよびパイロット証日付順で２００番以降のゼッケンを付与する。

５　装備

(１)　パイロン確認のためにＧＰＳを使用する。カメラによるセクター確認は行わない。

(２)　安全なヘルメット、ロック付のカラビナ、１２０日以内にリパックされた緊急用パラシュート、セカンダリースイングライン、レスキューセットは必ず装備すること。

(３) バラストの装備は認めるが、水以外は空中投棄してはならない。

(４)　使用器材の安全性は、選手個人により確保されていること。

６　ＧＰＳ

(１)　セクター確認のため、ハンディＧＰＳを使用する。

(２)　セクターはＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックに規定された、シリンダセクターとする。

(３)　使用できる機種はＪＨＦハンググライダー･ルール・ブックにより使用の認められたものとする。

７　大会失格　

以下に該当する選手を、競技委員長の判断により大会失格とすることがある。
(1) 送電線をくぐった者、接触した者。

(2) 大会役員から２回警告を受けた者。

(3) 故意に不正な競技報告を行った者、及び事故やフライト失格となる場所への着陸を報告しない者。

また、他の選手の同行為を幇助した者。

８　警告・フライト失格　

以下に該当する選手に警告を与え、役員の判断によりフライト失格とすることがある。 

フライト失格となった場合、同日中のリフライトは認められないものとする。

(１) 大会役員の指示に従わない者。

(２) 雲中飛行、空中接触など危険な飛行を行ったと判断される場合や、故意にテイクオフを失敗した者。

(３) 送電線・高圧鉄塔・変電設備の周囲及び上空１５０ｍ以内に近づいた者。

(4) ゴルフ場、植木畑、果樹園に着陸した者。

(5) 山林に不時着した者で自力回収できない者。ただし、テイクオフの失敗による場合を除く。

(６) 耕作中の農地、民家や施設等の敷地への着陸で、第三者に対する損害を与えた者。

９　抗議

抗議申立は、トラブル発生後１時間以内（最終日は３０分以内）に供託金１０,０００円を添えて、文書にて競技委員長に異議申立をすることができる。抗議が受け入れられれば供託金は返済される。

１０　その他

(１) 大会中は役員の指示にしたがうこと。

(２) 万一、事故や障害、損害が生じた場合には、主催者の指示にしたがい、本人の責任において速やかに処置を行うこと。

(３) ポイント計算、得点計算はＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックによるものとする。

― 以上 ―
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競技規定

１　ＪＨＦハンググライダー･ルール･ブック

本大会はＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックに則り実施するものであり、万一、本規定に、エリアルールに関する部分以外で不備があった場合は、ＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックを優先する。

２　ＧＰＳの使用

(１) ＧＰＳによるフライト記録はＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックの規定にしたがう。

(２) ＧＰＳによる採点はＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックの規定にしたがう。

３　タスクコミッティー・セーフティーコミッティー

ＪＨＦハンググライダー･ルール･ブックにしたがい、選手の代表を含むタスクコミッティー及びセーフティーコミッティーを設置する。

４　タスクの発表

タスクは競技開始前のブリーフィングで競技委員長が発表し、公式掲示板に掲示する。

発表する項目は、大会名、月日、タスク、デパーチャーパイロン、タスク距離、ミニマム距離（パイロン）、ゲートオープンタイム（ＧＯＴ）、ゲートクローズタイム（ＧＣＴ）、デパーチャーオープンタイム（ＤＯＴ）、デパーチャークローズタイム（ＤＣＴ）、タスクフィニッシュタイム（ＴＦＴ）、タスクレポートタイム（ＴＲＴ）、インターバルタイム、シリンダセクターの半径（ターンポイント、スタート）、ゴール方法、ＧＡＰパラメーター、公式無線周波数、本部電話番号、指定旋回方向とする。

５　ミニマム距離

競技成立のミニマム距離は、１０kmとする。

６　競技時間

選手は、ＧＯＴ　から　ＧＣＴ　の間に競技を開始する。なお、ＧＯＴ以前に競技フライトすることは出来ない。また、ＧＣＴ以降に競技フライトを目的としてテイクオフすることは出来ない。ゲートは、選手が安全にテイクオフできる場合に限りオープンする。

７　テイクオフ方法

ゾーン方式フリーテイクオフとする。

オープンウィンドウはＪＨＦハンググライディング･ルール･ブックの規定に従い設ける。

(１) セットアップゾーン（ＳＵＺ）

ＳＵＺは次の通りとする。

① 初日

シードＳＵＺ…Ａシード選手及び指定外国人のゼッケンナンバー順にセットアップ場所を指定する。

一般ＳＵＺ …一般選手のゼッケンナンバー順にセットアップ場所を指定する。

②　２日目以降

シードＳＵＺ…前日までの総合順位上位１０名により成績順にセットアップ場所を指定する。

一般ＳＵＺ …前日までの総合順位１１位以下により成績順にセットアップ場所を指定する。

（注）ただし、同順位の場合はゼッケンナンバー順とする。

(２) スタンバイゾーン（ＳＢＺ）…定員各４名

ＳＢＺは、耳納かんかけ峠テイクオフ場の上下２段に各々設ける。

ＳＵＺからＳＢＺへの進入は、最寄のＳＢＺに入ること。シード選手（初日のみ指定外国人も対象）はＳＢＺを通らずに直接テイクオフゾーン（ＴＯＺ）に進入してもよい。

ＳＢＺ内すべての選手がＴＯＺへの進入を拒否した場合、このゾーンに留まることが出来るが、定員を超過した場合は、超過人数分だけ先頭より順次ＴＯＺに進むこと。

またＴＯＺへの進入希望者が出た場合、先頭よりその選手までが順次ＴＯＺへ進むこと。

(３) テイクオフゾーン（ＴＯＺ）…定員２名

ＴＯＺは耳納かんかけ峠テイクオフ場とし、上下２段を使用する。

ＴＯＺ内にいる選手が単数の場合、その選手は好きなときにテイクオフできるが、複数になった時点から２分以内にテイクオフすること。

またテイクオフ希望者が出た場合、先頭よりその選手までが順次テイクオフすること。

(４) その他

ＳＢＺ及びＴＯＺはシード選手以外の割り込み、順列の変更は禁止する。

ＳＢＺ及びＴＯＺに入ってからのキャンセルは、移動できれば可能であるが、列の最後尾へ廻ること。

９　スタート方法

スタート方法はシリンダー方式によるインターバルエアスタートとする。　

またエア同時スタートを採用することがある。　
１０　リフライト

(１) リフライトは何度してもよい。ただし、その競技の最終フライトが得点対象となる。

(２) リフライトする場合は、テイクオフ前にＧＰＳトラックログを消去すること。

(３) リフライトのために山に上がる選手は、あらかじめ大会本部にその旨を報告すること。

(４) リフライト時には、テイクオフ役員にその旨を申告すること。

１１　ゴール方法　

ゴールは、地上のゴールラインまたはＧＰＳ上のゴールラインとする。

(１)　 地上のゴールラインの場合

1） 吹流し２本により長さ最低５０ｍのゴールラインを設置する。

2） ゴールライン上空（対地高度２００ｍ以下）を最終パイロン方向から通過する事。ゴール役員の確認によりゴールが成立するものとする。ゴール通過を確認すると、役員は予め定められた旗を振る。

3） ２機以上の同時ゴールの場合、一番低空のグライダーのゴール通過を確認する。

4） ゴールした選手は、ランディング終了後、自分のゴールをゴール役員に確認すること。

5） 指定されたパイロンをクリアしていない選手はゴールライン上空を飛行しないように注意すること。

(2)　 ＧＰＳ上のゴールラインの場合

ｲ） GPS上に長さ４００ｍ～８００ｍのゴールラインを設置する。

ﾛ） ＧＰＳによるゴールの確認は、ＪＨＦハンググライダ－・ルール・ブックの規定による。

ﾊ） ゴールした選手は、ランディング終了後、ゴール役員に自己申告すること。

ﾆ） 指定されたパイロンをクリアしていない選手はゴールライン上空を飛行しないように注意すること。

１２ インサイド/アウトサイドランディング 

次に規定する「着陸禁止場所」、「着陸制限区域」のいずれにも該当しない区域と、「公式ランディング場」の両方をインサイドとする。最初に体の一部が接触してから完全に停止するまでの全軌跡がインサイドにある場合をインサイドランディングとし、その他はアウトサイドランディングとする。

（1）　着陸禁止場所は、大会規定で定められたフライト失格に該当する着陸場所とする。

（2） 着陸制限区域（ペナルティエリア）は、競技委員長の判断によって設けられるものとする。この場合、文書、図面、及びGPSデータで、各日のタスク発表までに公示するものとする。

（3）　公式ランディング場は次に掲げる場所のほか、競技委員長が予め許可した場所とする。

①　耳納かんかけ峠エリア メインランディング（ＭＬ） 　　② 両筑橋ゴール　

③ 原鶴ゴール　　④　筑後川温泉ゴール　

１３　競技終了報告

その日の競技参加受付を行った選手は、タスクフィニッシュタイムまでに自分が安全に着陸、あるいはフライトをキャンセルしたことを、口頭、電話又は無線で大会本部に報告すること。

１４　競技記録提出

競技が行われた場合、フライト如何にかかわらず、必ずフライトレポートを提出すること。その競技の得点を得るためには、ＧＰＳ及び所定のフライトレポートをタスクレポートタイムまでに大会本部に提出すること。

１５　時間の計測

飛行時間はスタートからゴールまでを計測し、秒単位とする。

(１)　スタート時間は、インターバルエアスタート時間を採用する。

(２)　地上のゴールラインの場合、ゴール時間はゴールライン上空（対地高度２００ｍ以下）を最終パイロン方向から機体の最先端がゴールラインを通過した時とする

(３)　ＧＰＳ上のゴールラインの場合、ゴール時間はＧＰＳ上のゴールラインを通過した時とする。

１６　距離の測定　

(１)　ゴールした選手の距離は、テイクオフから各指定パイロン間、ゴールまでを加算した距離とする。

(２)　タスクを消化できなかった選手の距離は、インサイドランディングの場合にかぎり、確認された最後のパイロンとその次のパイロン（またはゴール）を結ぶ直線距離から、次のパイロン（ゴール）からベストポジション(※)までの直線距離を引いた距離（但しこの距離がマイナスとなる場合は０とする）を、最後に確認されたパイロンまでの距離に加えた距離とする。

(※) ベストポジション：次のパイロンに対して一番近づいたＧＰＳ上の点

（3） タスクを消化できなかった選手で、前項に該当しない選手の距離は、確認された最後のパイロンまでの距離とする。

１７　得点計算・減点計算

得点計算は、ＪＨＦルール・ブックの定めにしたがいＧＡＰ２０００スコアリングシステムによって行う。集計ソフトは「ＲＡＣＥ２００２」及びそのバージョンアップソフト、セクター判定ソフトは「Ｃｏｍｐ－ＧＰＳ」を使用する。

１８　回収

回収は、基本的に自己回収とする。

１９　パイロン／ランディング距離

別添のパイロン／ランディング距離一覧表を参照のこと。

― 以上 ―

